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本稿では､21世紀オーストラリア国際貿易港湾の発展について論述する｡

1.オーストラリア産業経済発展の概説

(1)経済概況

オーストラリアは21世紀に入り先進経済大国

として活躍を続けており､練塀の高成長と著し

い国際貿易発展が注目を集めている｡オースト

ラリアという国名は ｢南方の大陸｣を意味し､

正式国名はオーストラリア連邦である｡国土面

積 (789万2024kd)は世界6位で､ヨーロッ

パの全面積の約2分の1に相当する｡東西約

4000km､南北約3700knの大きさがあり､海岸線

の給延長は3万6735km､海域面頃は701万kni

で､アメリカに次ぎ世界6位である｡また､タ

スマニア島､ココス諸島､ノーフォーク島など

約1万2(X氾の島供を有している｡

オーストラリアは､ウラン (埋蔵量世界1位)､

石炭 (同世界4位)､鉄鉱石 (問世界5位)､天

然ガス､石油､金､鉛､亜鉛､ボーキサイトな

どの資源が皇宮である｡農産物は小麦､大麦な

どの穀物 (自給率230%)､果物､砂糖､猟花な

どがあり､畜産物は牛肉などが主要な産物であ

る｡このようにオーストラリアは､資源､農産

物､畜産物に富まれた国である｡

21世紀国際貿易港湾発展の研究 (四) 31



人口は約2151万2000人 (2010年推定)で､そ

のうち白人が約90%を占め､アジア系は約7%

である｡人口の約70%が6つの主要都市 (シド

ニー､メルボルン､プリズベーン､アデレード､

パース､キャンベラ)とその近郊に居住してい

る｡人口の多い都市を列挙すれば､シドニー443

万人､メルボルン385万人､プリズベーン197万

人､パース160万人､アデレード117万人である

(2010年推定)｡なお､ゴールド･コーストは56

万人である｡

行政区は6つの連邦州 (ニューサウスウェル

ズ州 :州都シドニー､クイーンズランド州 :州

都プリズベーン､サウス･オーストラリア州 :

州都アデレード､タスマニア州 :州都オバート､

ビクトリア州 :州都メルボルン､ウェスタン･

オーストラリア州 :州都パース)､オーストラ

リア首都特別地域及び北部特別地域 (準州｡州

都ダーウィン)の3つに分けられる｡

国内稔生産 (GDP)は､2007年0.9889兆US
ドル､2008年1.051兆USドル､2009年1.08139
兆USドル (世界13位｡1人当りGDPは世界8位)

である (2010年初､1USドル-1.119蒙ドル換
算)｡なお､2009年の外貨準備高は391億USド
ルである｡

経済成長率は高く､2(氾3年4.1%､2007年3.7

%､2009年2.4%､2010年2.5%であり､2011年

は3%以上が予想されている｡

オーストラリアの大学教育の水準は世界でも

一流である｡大学数は48である｡主な大学とし

ては､シドニー大学 (1850年創立)､メルボル

ン大学 (1853年創立)､アデレード大学 (1874

年創立)､タスマニア大学 (189時 創立)､クイー

ンズランド大学 (1910年創立)､ウェスタン･

オーストラリア大学 (1911年創立)､オースト

ラリア国立大学 (1946年創立)などが挙げられ､

世界各国からの留学生数は20万人以上に運す

る①｡

オーストラリアは科学技術分野においても先

進的な地位を占めている｡世界有数のコンピュー

タ生産国であり､人工衛星製造と衛星打上げ実

続を誇る国である｡ノーベル医学賞の受賞者も
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多く､医療関係機器の発明も多い｡通信技術や

IT関係の研究も進んでいる②｡オーストラリア

の稔合意争力はアメ7)カに次いで世界2位であ

る｡

オーストラリアの経済は力強い成長を続けて

いて､1991年から2010年まで連続してプラス成

長を達成し､この18年間の平均成長率は3.73%

である③｡先進諸国の中で経済が長期間にわたっ

て最も高成長を遂げている国である｡

2010年､オーストラリア経済は地域的なバラ

ツキは見られたものの､着実に世界金融危機か

ら回復した｡失業率も比較的低く､経済格差も

あまり広がることなく､経済回復と経済成長の

｢二重速度の経済｣呼ばれる様相を呈した｡経

済成長の最大の原動力は鉱業である｡鉱物資源

に忌まれたウェスタン･オーストラ7)ア州とク

イーンズランド州では採据業が活況を呈し､こ

の二大エンジンが急速な経済成長をもたらした｡

オーストラリアの国家発展戦略は ｢貿易立国

型｣で世界有数の貿易大国であるが､同時に農

業大国､鉱業大国､港湾大国でもある｡

(2)企業

2009年発表された世界の大企業500社のなか

に､オーストラリアは8社が含まれている｡内

訳は､鉱業会社1社 (英･家系資源大手の7)オ･

ティント社)､通信会社1社 (テルストラ社)､

サービス関連会社6社である｡

2008/09年度の国内直接投資認可額と認可件

数を見てみると､1位アメリカ (認可額395億

7900万豪ドル｡認可件数95件)､2位中国 (岡265

億9900万葉ドル｡岡57件)､3位E]本 (同221億

8(氾万葉ドル｡岡46件)となっている｡2001年

の外資系企業数は7864社である｡また2007年10

月現在の日系企業数は326社であり､うち50%

近くがシドニー市に､約30%がメルボルン市に

所在する｡

在留邦人数は､アメリカ､中国､イギリスに

次いで第4位の6万3459人である (2007年10月

現在)｡平成20年度の都市別在留邦人数は､シ



ドニー市2万8753人､メルボルン市1万3002人､

プリズベーン市1万2555人､パース市5277人､

ケアンズ市3122人である｡

2008年11月現在､6州､120都市が日本の自

治体と姉妹提携をしている｡

三菱商事が英･家系資源大手の7)オ･ティン

ト社と開発を進めてきたオーストラリア最大級

の一般炭鉱山が本格生産を開始することとなり､

2013年には1220万トンのフル生産体制に移行予

定で､そのときはE]本の発電用宥要の約10%を

占めることとなる｡

2011年における日本企業のオーストラリアに

おける主な動向は次のようである｡2月､富士

通は日本国外で初めてクラウド･コンピューティ

ングサービスを開始｡丸紅は水処理企業への出

資を発表｡また丸紅は6月には､ゴールドバー

コースト市において路面電車事業に参入｡日本

の企業としては初の海外における本格的な鉄道

事業運営である㊧｡アステラス製薬は医薬販売

の子会社を現地に設立｡3月､NECは医療､
高齢者対策等の問題解決のため情報技術活用に

協力するとの覚書を政府と締結｡住友林業はグ

ループ企業を通じて宅地開発事業に本格進出｡

4月､電通は現地法人を設立し､広告ニーズの

拡大に対応｡長瀬産業はシンガポール現地法人

の支店を設立｡5月､三菱レイヨンは子会社を

通じて家庭用浄水器の販売を開始｡NTrコミュ

ニケーションズは現地のIT (情報技術)イン

フラ構築会社の買収を決定｡

(3)産業

オーストラリアの産業は､農畜水産業､鉱石･

エネルギー産業､製造業､運送倉庫産業､貿易

物流産業､造船事業と港湾産業､サービス産業､

観光産業などがその主たるものである｡

オーストラリアは石炭､鉄鉱石をはじめとす

る天然資源に忌まれた資源大国である｡また国

土も広大で農業､牧畜が盛んである｡

2009/10年度､GDPの産業別構成は､農林水

産業2.1%､鉱業9.4%､製造業8.7%､建設業7

%､サービス業70.9%となっている｡海外にお

ける資源宥要の増加に伴い鉱業が製造業を上回

ることとなった｡

就業人口別で見ると､第1次産業が農業3.2

%､鉱業1.8%､第2次産業が製造業8.3%､建

設業9.3%､そして第3次産業が76.1%である｡

2009/10年度､製造業の輸出額は前年度比13

%減少の800億蒙ドルで､輸出稔額の39.9%を

占める｡輸出額が多い品目は､金属製晶が309

億蒙ドル､食料品が136億豪ドル､機械機寮が

104億蒙ドル､化学製品が72億蒙ドル､輸送機

器が45億豪ドルとなっている｡

(D農畜産業

主要農畜産物は､米､小麦､大麦､オースト

ラリア麦､果実､野菜､サトウキビ､タバコ､

蘇花､牛肉､羊毛などである｡2009/10年度の

農畜産物の生産額は395億蒙ドルで､GDPの2

%を占める｡2006/07年度､穀物の播種面横は

2359haで､このうち小麦は544ha､大麦は194

ha､豆類は44haである⑤｡農畜産物輸出の拡大

を視野に入れるとき､海外市場の開拓について

の一層の努力と財政的支援の拡充が望まれる｡

水産業については､マグロ､エビ､ロブスター､

カキ､アワビなどが豊富であり､2007/08年度

の漁業生産額は21億8696万豪ドルである｡オー

ストラリアの最大の穀物貿易会社はCBH社

である｡2009年､西オーストラリアは最大の穀

物輸出地域であった｡

オーストラリアの穀物生産量は年間3000万ト

ンでその大半を輸出していることから､世界の

穀物貿易では主要国の一角を担っている｡その

立地の優位性と晶質の高さから､オーストラリ

ア産小麦の大半は食用として､また大麦もビー

ル原料及び飼料用として､アジアや中東を中心

に輸出されている｡日本向けとしては､高級う

どん､中華麺粉原料として高い評価を得ている｡

②鉱業

オーストラ7)アは世界有数の資源大国である｡

オーストラ7)ア鉱業の世界における順位を見て
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みると､世界1位が褐炭､ニッケル､鉛､亜鉛､

ウラン､ミネラルサンドで､世界2位がボーキ

サイト､鋼､金､鋸であり､工業用ダイヤモン

ド､マンガンは世界4位､鉄鉱石は世界5位､

そして黒炭は世界6位となっている｡さらに具

体的に見てみると､(1)2008年末の石炭の埋蔵

量は762億 トン (世界4位｡世界全体の9.2%を

占めろ)で､生産量も世界4位である｡2007年

の生産量は3億2300万トン (世界全体の5.8%｡

世界4位)である｡なお輸出量は世界1位であ

る｡石炭の産出地域は東部地域に集中している｡

(2)鉄鉱石の埋蔵量は世界全体の12%で世界5

位､生産量も世界4位である｡2007年の生産量

は2億9900万9千トン (世界全体の16.2%｡世界

3位)である｡なお輸出量は世界2位である｡

鉄鉱石産出地域は西部地域に集中している｡(3)

鋼の生産量は世界5位である｡2(氾7年の生産量

は87万1(X氾トンで世界全体の5.7%を占める｡

(4)鉛の生産量は世界2位である｡2008年の生

産量は64万5000トンで世界全体の16.8%を占め

る｡(5)亜鉛の生産量は世界2位である｡2007

年の生産量は151万8(X氾トンで世界全体の13.9

%を占める｡(6)鋸の生産量は世界5位である｡

2007年の生産量は20(氾トンで世界全体の8.9%

を占める⑥｡(7)2007年､ウランの埋蔵量は167.3

万トン (世界全体の31%を占め､世界1位)で

ある｡2009年の生産量は世界全体の15.8%で世

界3位 (世界全体では5万572トン)である｡

2007年､世界全体の石炭の輸出量は8億9800

万トンで､うちオーストラリアは27.9%を占め､

世界1位である｡また鉄鉱石の輸出量は8億4000

万トンで､うちオーストラリアは31.7%を占め､

世界2位 (1位はブラジル)である｡今後オー

ストラリアは毎年7%の謝合で輸出量を増加さ

せる見込みであるので､2015年には5.52億トン

に遷してブラジルを超すこととなる｡

2009/10年度､オーストラリアの鉱物 ･エネ

ルギー資源の輸出額は1198億蒙ドルで､オース

トラt)アの輸出稔額の59.5%を占めている｡鉱

業はGDPの9.4%を占めるている｡鉱山部門の

雇用労働者数は20万500人で､全雇用労働者数
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の1.8%に過ぎないが､世界的な資源ブームの

恩忘で生産量は伸び､価格も上昇して鉱業分野

は活況を呈している｡鉄鉱石の輸出額は535億7

9(氾万蒙ドル､石油 ･天然ガスは189億6400万蒙

ドル､その他の金属は107億25(氾万葉ドルで輸

出稔額は1198億2600万蒙ドルである｡

2010年度の輸出稔額に占める農畜産物の輸出

蘇 (12.7%)と鉱物 ･天然資源の輸出額 (59.5

%)の合計は70%を超えている｡

近年のオーストラリア経済は､アジア諸国か

らの資源宥要に支えられて高成長を遂げてきた｡

またオーストラ7)ア政府はさらなる輸出増進戦

略を策定し､5カ年資源 ･エネルギー開発事業

の投資稔額のうち2011年4月までに1735億3700

万葉ドルを投資しており､今後も資源･エネル

ギー輸出ブームが持続するものと思われる｡

③製造業

主要製品は､鉄鋼､機械製作､コンビュタテ

クノロジーとハイテク機器､農業機械､自動車､

石油化学製品､食料品などである｡

2009/10年度のGDPに占める製造業の比率は

8.7%と他の先進国に比べると大きくない｡2009

/10年度､製造業の生産額は1100億5700万葉ド

ル (前年度比1.5%増)､機械機器は223億6(氾万

葉ドル (同6%増)､石油 ･石炭 ･化学が189億

9500万葉ドル (岡3.5%増)である｡製造業で

働く雇用労働者数は99万44(氾人で前年度比3.6

%の減少である｡

工場はシドニー､ニューカッスル､メルボル

ン周辺､ニューサウスウェールズ州､ビクトリ

ア州に集中している｡またサウス･オーストリ

ア州のアデレードやワイアラ､クイーンズラン

ド州のプリズベーンやタウンズビル､タスマニ

ア州のホバートやローンセストン周辺にも工場

が立地している｡

(1)自動車関連企業は主にメルボルンやアデ

レードに､IT関連企業はキャンベラを中心に

立地し､オーストラリアの南部地域には鉄鋼､

造船､自動車製造産業が立地し､メルボルンに

は主要な製造関連企業の本部 (本社)が所在し



ている｡

2001/02年度､自動車産業は主要製造産業の

ひとつでGDPの約 1%を占める｡2002年度､

自動車生産台数は36万台で､うち約3分の1が

輸出された｡主要な自動車製造会社は4社あり､

自動車部品工場は200余で､輸出額は約50億蒙

ドルである｡(2)宇宙航空工業の雇用労働者数

は約2万人､営業売上収益額 (営業額)は39億

蒙ドルで､うち輸出額は18%を占める｡(3)化

学産業の営業額は2(氾億豪ドル余で製造業の10

%を占め､雇用労働者数は7万7000人で全製造

業の8%を占める｡(4)軽工業の営業額は75億

蒙ドルである｡(5)電子工業の営業額は87億蒙

ドル､雇用労働者数は3万2841人で､輸出額は

50億蒙ドルで輸出稔額の3%を占める｡(6)輿

薬業の雇用労働者数は3万人､営業額は120億

蒙ドルで､輸出主要産業のひとつである｡(7)

印刷産業は4大製造産業のひとつである｡(8)

食品工業と飲料産業はオーストラリア最大の製

造業であり､3500社があり､営業額は500億豪

ドルである｡輸出額は242億蒙ドルで､主な輸

出相手国はアジア太平洋諸国である｡

2006年､オーストラリアの銑鉄生産量は643

万30(氾トンで世界16位､2007年､粗鋼生産量は

790万1000トンで岡22位､2(氾6年､自動車販売

台数は96万3000台で同22位である｡

④造船産業

オーストラリアの造船産業はデザインや技術

面から高い評価を受けている｡なかでも特筆す

べきは世界一を誇る高速船の建造である｡高速

フェリーは､次世代のアクセスとして欠かせな

い ｢速さ｣と ｢快適性｣を兼ね備えた世界最新

鋭の高速船舶として注E]を集めている｡また電

子制御の揺れ防止装置の設置により航行中ほと

んど揺れを感じさせない優れた乗り心地を実現

させている｡オーストラリア造船産業の特徴を

挙げれば次のとおりである｡(1)低価格 :日本

の大手造船所よりも建造費が30-50%も廉価で

ある｡(2)最先端技術 :素材､デザイン､技術

面が世界トップクラスである｡(3)信頼性 :普

め細かいアフターサービス｡特に高速船はメン

テナンスフリーの世界記録を樹立している｡(4)

耐航性 :最新のコンピュータ制御によるライド

コントロールシステムの導入で､JGルールに

合致した船舶を建造することが可能になった｡

主な製品としては､(1)アルミ製高速旅客フェ

リー､貨物/RORO高速船､警備艇､救難船舶

など､(2)大型のエンジンを備えた豪華ヨット､

キヤタマラン (双胴体船)などがある｡

⑤高速フェリー製造業

オーストラリアは高速フェリーの設計､建造

において過去20年にわたり世界一の座を占めて

きた｡特に優れた専門分野として､アルミ製高

速旅客フェリーの設計､建造の分野で急成長を

遂げている｡次にいくつかの事例を挙げる｡

(1)Incat造船所建造の高速カーフェリー｡

船主 :東日本フェリー会社 (日本)､就航航路:

函館一青森､稔トン数 :1万715トン､船質 :

アルミ合金製､主要機関､出力 :ディーゼル

1万2237PSx4基､最高速度 :41.9ノット､

航海速力 :40.0ノット､主要寸法 :112.6×30.5

×3.9m､旅客定員 :772名､乗阻貞 :17名､車

両搭載 :乗用車178台 (8トントラック56台)､

(2)Austal社建造の世界初のトリマラン型高
速カーフェリー"ベンチヒダア･エクスプレス"

号｡船主 :フレッド･オルセン社 (スペイン)､

稔トン数 :8973トン､主要寸法 :112.6×30.5

×3.9m､主要機関:ディーゼル4基､出力 :4

万4600馬力､推進器:ウオータージェット3基､

航海速力 :40.4ノット､旅客定員 :1350名､車

両搭載 :乗用車341台､(3)ソーラー･セーラー

社開発のト7)マラン型最新鋭 (太陽光と風力で

航行する)ハイブリッド･フェリー｡これはア

メリカで初めて就航するハイブリッド船である｡

船主 :ホーンブロワー･クルーズ･アンド･イ

ベンツ社 (アメリカ)､就航航路 :アメリカ西

海岸､船長 :36.4m､旅客定員 :600名､主要

機関:通常のディーゼル推進のほか太陽光と風

力を電気に変えて推進するシステムを搭載して

いる｡
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オーストラリアにおける高速フェリーの製造

は､ウェスタン･オーストラリア州 (パース)

とタスマニア州 (オバート)に基盤を置いてい

る｡これら2大中心地にはオーストラリアの豊

富な原材料はもとより､設計､エンジニアリン

グの専門技術と先端溶接技術が集約されている｡

専門的な技術と能力を有する熟練労働者を集結

させ､不断の練磨による農争力の向上と専門能

力の酒巻に努めて､オーストラ7)アは世界一の

座を維持している｡フェリー市場を牽引する

Incat､Austal､Wavemasterなどの世界的に

有名な企業に加え､NorthWestBayShips
といった新しい企業が､高機能かつ個性に富ん

だ斬新なデザインを市場に提供している｡

輸出の状況を見てみると､

(1)日本向けとしては､SUNROYAⅠ.社建

造のサンロイヤル号｡船主 :江崎汽船株式会社

(日本)､MARINEVIEW社建造のマリンビュー

号｡船主 :熊本フェリー株式会社 (日本)など

がある｡

(2)74-82級カーフェリー15隻を初め､170隻

以上のアルミ高速船を輸出し､アルミクラフト

分野で世界の35%以上のシェア-を有している｡

(3)オーストラリア製フェリーの約95%が輸

出向けに製造されている｡

(4)オーストラリア製フェリーは､世界の高

速フェリー製造の約30%､高速カーフェリー製

造の約50%､アルミニウム船製造の約30%を占

めており､ヨーロッパ及びスカンジナビア､地

中海､アメリカ､日本を含むアジア諸国におい

てオーストラリアで建造されたフェリーを見る

ことができる｡

オーストラリアの造船業界は今後も斬新なデ

ザインと高度技術 ･高品質を保持し､さらなる

コスト削減によって競争力を伸ばし､また新し

いニッチ部門の発見やさらなる工夫によって､

その発展は世界の注目を浴びることとなろう｡

(4)その他の産業

(D運輸 ･倉庫産業
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運輸 ･倉庫業はGDPの5.1%を占め､雇用労

働者数は59万人である｡この産業は次のような

理由からオーストラリアにとって重要な役潮を

果しているとされる｡(1)国土が広大な潮には

人口が少ないこと､(2)人口の多くが沿岸部の

都市に集中していること､(3)有用な資源が広

大な国土に拡散して存在していること､(4)経

済的につながりの深い国々から地理的に離れて

いることなどである｡このような条件下､道路

の舗装は延長81万km､空港建設は256カ所

(うち国際空港は12カ所)､海港建設は97カ所､

鉄道敷設は延長4万1000Kmと整備が進められ､

これらインフラ整備は人口に比して大きなもの

となっている｡2007年､旅客の航空輸送数は世

界7位､貨物輸送数は岡13位である｡

②サービス産業

サービス産業は過去20年間､年率平均で3.7

%の伸びを続けている｡2009/10年度､サービ
ス産業がGDPに占めるウェイトは76.5%であ

る｡雇用労働者数は960万人で全体に占める謝

合は86% (建設､電気､ガス､水道を含む)で

ある｡サービス産業の中では金融 ･保険が最も

大きく､1320臆蒙ドル (対前年度比3%の増加)､

GDPの11%を占め､運輸 ･倉庫 ･郵便事業が

1226億蒙ドル (岡2.4%の増加)､GDPの10.2%

を占め､不動産 ･ビジネスサービス分野が1119

億蒙ドル (岡3.1%の増加)､GDPの9.3%を占

めている｡サービス産業の企業数はオーストラ

リア全体の企業数200万社の85%を占める170万

社である｡

③観光産業

観光産業はGDPの3.9%を占め､雇用労働者

数は46万人である｡2(氾6年の観光収入は世界8

位の178億4(X氾万USドルである｡2008年5月､
オーストラリア政府は観光産業強化のための国

家戦略を策定することを明らかにした｡2009/

10年度､海外からの観光客は569万人で､内訳
はニュージーランドから113万人､イギリスか

ら65万人､アメリカから49万人､中国から39万



人､日本から36万人､シンガポールから29万人

などである｡今後､アジア諸国からの観光客の

増加が見込まれる｡またオーストラリア人の海

外旅行客は大幅に増加しており､2009/10年度

は677万人に運している｡

果てしない砂漠､比類なき自然美､数々の国

際都市｡その多雛 にあふれた魅力に引かれて

オーストラリアを訪れる観光客は多い｡ノーザ

ン･テリトリー州の観光の中心､州都ダーウィ

ンは東南アジア諸国からの空の便の要所である｡

ア-ネム･ランドのカカドゥ国立公園は全国で

も代表的な観光の名所のひとつである｡数千年

の歴史を持つアボリジニの古代壁画がある岩石

群がある｡クイーンズランド州の中心は州都プ

リズベーンである｡約2500の珊瑚礁が連なり､

500もの島々が浮かぶグレートバリアリーフは

世界で最も多くのダイバーが訪れる観光スポッ

トである｡リゾート地として有名なのはヒンテ

ンブルック島､オルフェウス島､へロン島､ハ

ミルトン島などである｡長さ135kmのフレー

ザー島は世界最大の砂の島である｡沿岸部には

広大な熱帯雨林が広がり､デイントウリ-国立

公園として保護されている｡活気あふれる世界

の大都市シドニーはニューサウスウェールズ州

の中心地である｡シドニーの面積は4000kniで

ロンドンと同じで､ニューヨークの2倍もある｡

近代的な高層ビル群があり､40ものビーチと数

多くの博物館､公園そして世界的に有名なオペ

ラハウスがある｡シドニー近郊の観光地ブルー

マウテンズの幻想的な色彩は密生したユーカリ

がつくりだす｡毎年国内外の観光客が400万人

以上訪れる｡ビクトリア州の中心都市メルボル

ンはオーストラリア第二の都市である｡シドニー

に比べて威厳を感じさせる街のたたずまいはオー

ストラリアの文化都市と称せられる｡博物館､

劇場､広大な公園が数多く､各種のフェスティ

バルの開催地でもある｡

2.オーストラリア国際貿易の発展

近年､オーストラリアは高い成長率を誇る括

力に満ちた経済活動をおこなっている｡その源

となる皇宮な天然資源は世界各国から注E]され

ている｡オーストラ7)アは､自然資源に忌まれ､

農畜産物､鉱物､金属､石化燃料の産出量が多

く､世界有数の輸出国である｡主要な輸出品目

は､天然ガス､石油､石炭､鉄鉱石､ニッケル､

金､銀､鋼､亜鉛､サファイア､オパールそし

て世界最大の埋蔵量を誇るウランである｡ボー

キサイト､鉛､工業用ダイヤモンド原石も世界

有数の採据国である｡羊毛の生産量と羊の飼育

量は世界1位であり､食肉 (牛肉の輸出量は世

界1位)､乳製品､穀物､サトウキビ､果物､

蘇花､ワインなどの農畜産物もある｡

オーストラリアも2008年9月以降の世界金融

危機の影響を受けたが､資源国としての強みに

加えて､政府の強力な景気刺激策への取阻み

(08年10月の104億蒙ドル､09年2月の420億蒙

ドル等)や健全な金融システムなどが経済の建

直しに効果を発揮している｡2009年の ｢金融発

展度ランキング｣では､オーストラリアは55カ

国中2位にランクされた｡

オーストラリアは1次産品を輸出し工業製品

を輸入する貿易構造を長く続けてきた｡近年､

輸出における工業製品の輸出比率は高まる傾向

にあるが構造そのものが変化するまでには至っ

ていない｡

20世紀末からオーストラ7)アの輸出の中心は

ヨーロッパからアメリカ､日本を含むアジア諸

国などの太平洋地域へと変化してきた｡輸出先

の4分の3はAPEC (アジア太平洋地域21カ国

地域)である｡いわゆる ｢北を向くオーストラ

リア｣現象である｡アジア太平洋地域は急速に

拡大を遂げている成長センターとして脚光を浴

びており､オーストラリアの輸出を受け入れる

充分な余力と潜在力があった｡オーストラ7)ア

にとってこのような成長地域が近くにあったこ

とは幸運といえよう｡

2000年､イギリスはオーストラリアの第3位

の貿易相手国であった｡イギリスへの輸出商晶

は､ワイン (約7.42億蒙ドル｡オーストラ7)ア

輸出稔額の約5%を占める｡)､石炭､鉛､医薬
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晶など､輸入商品は宇宙技術製品及び関連部晶､

電気通信設備､印刷部品､自動車などである｡

2001/02年度､アメリカはオーストラリアの

第2位の貿易相手国であった｡両国の商品貿易

稔額は約330億豪ドルで､オーストラリアの貿

易稔額の約14%を占めている｡アメ7)カへの輸

出品目は､牛肉､原油､航空機部品､自動車な

ど､愉人品E]は､宇宙技術製品及び関連部晶､

コンピュータ及び関連部晶､電気通信設備､測

量機器などである｡

2009/10年度､輸出先上位10カ国のうち8カ

国が太平洋地域諸国で､全体の70%を占めてい

る｡近年､中国向けの輸出が拡大しており､

2009/10年度､中国向け輸出額は465億蒙ドル

(対前年度比18.3%の増加)､輸出稔額の第1位

で23.2%を占めている｡中でも石炭と鉄鉱石の

増加が著しく資源宥要の高まりを反映している｡

第2位は日本向けで､輸出額は371億蒙ドルで

18.5%を占め､第3位は韓国向けで､輸出額は

165億蒙ドル､第4位はインド向けで､輸出額

は161億豪ドルでその急激な伸びが注E]される｡

品目を見てみると､農畜産物が12.7%､鉱産物

が59.5%､工業品が14.1%となっており､天然

ガス､鉄鉱石､石炭など世界的な宥要の高まり

から鉱産物の謝合が高まっている｡輸出稔額は

世界的な不況の鯵響を受けて前年度比13%減の

2014億蒙ドルにとどまった｡

輸入稔額は､国内の生産活動の低迷を受けて

前年度比7.3%減の2044億蒙ドルであった｡輸

入先としては､ASEANが最大で20.2%を占め､

次いでEUが18.9%である｡ASEAN諸国との

つながりが深くなってきたことがうかがえる｡

国別で見ると､1位は中国 (17.7%)､2位は

アメリカ (10.7%)､3位は日本 (8.7%)で､

イギリスの謝合は2.8%まで低下している｡こ

のことは､オーストラリアが進めてきたASEAN

とのFrA締結の効果が具現化したものといえ
よう｡

2010年､オーストラリアの輸出は､鉄鉱石

4.02億トン､原料炭1.59億トン､一般炭1.41億

トン､穀物1800万トン､LNG1928万トンであ
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る｡

IMF(国際通貨基金)によると､1989年以降

オーストラリアの輸出は年率約8%で拡大して

きており､対中国､対インドでは18-19%の伸

びを示している｡対中国の輸出は過去5年間で

3倍に増え､その大半は鉄鉱石や石炭などの資

源が占めている｡輸出先に占める中国の謝合は

2015年には33%まで拡大すると予淵されている｡

資源国としての強さが発揮され始めたように思

える｡本格的な開発が始まったウェスタン･オー

ストラリア州のゴーゴンガス田をはじめ､LN

Gやウランなどの開発が進めば､オーストラリ

アは ｢超資源国家｣としての地位をさらに確実

なものとするであろう①｡

3.オーストラリア国際寛易港湾発展の概説

(1)オーストラリア国巌窯易港湾概況

オーストラリアの港湾は東海岸､西海岸及び南

海岸に集中している｡東海岸の港湾には石炭輸

出港が､西海岸には鉱石輸出港が､そして甫海

岸には貨物､コンテナを中心とした稔合的港や

海洋観光 (リゾート)港が多数ある｡

オーストラリアの全港湾数は97である｡主要

な港を挙げると､メルボルン港 (コンテナ取扱

量国内1位)､シドニー港 (同2位)､ポートヘッ

ドランド港 (鉄鉱石､貨物取扱量国内各 1位)､

タンピア港 (岡各2位)､ニューカッスル港

(石炭取扱量国内1位｡貨物取扱真岡3位)が

あり､そのほかプリズベーン港､へイポイント

港､アデレード港､ダーウィン港､パース港､

ケアンズ港､フリーマントル港 (2008/09年度､

貨物取扱量2660万トン､コンテナ取扱量56万

5491TEU)､ジーロング港､マッカク港､ロー

ンセストン港などがある｡海洋観光港として最

も有名なのはゴールド･コースト港である｡

ゴールド･コーストは､人口60万に近い観光

保養地として有名である｡その名のとおり､黄

金色に輝く砂浜が30km以上にわたって続く国

内きっての国際リゾート地である｡サーフィン､



ダイビング､水上スキーといったマリンスポー

ツならなんでも揃っている｡中心地であるサー

ファーズ･パラダイスの脹わいはハワイのワイ

キキ･ビーチに匹敵するといわれている｡

(Dパース港はウェスタン･オーストラ7)ア州

の州都パースにある｡主要工業製品は機械､自

動車修理､化学肥料､セメント､食料品などで､

国内最大の金熔煉所がある｡パースはまた世界

で一番美しいまちといわれている｡

パース港の貨物取扱能力は2(X氾万トン余で､

主な輸出品目は石油製品､小麦､大麦､羊毛､

鉱石､青果物､木材､鋼材などで､また主な輸

入品目は原油､鋼､肥料､石炭､石油製品､自

動車などである｡

②ダーウィン港はアジアへの玄関口として知

られており､港湾の設備と運営は世界一流であ

る｡現在､オーストラリアと東南アジア諸国と

のハブ港として発展しており､また海上油田工

事と生産でも有名である｡港の所在するダーウィ

ン市は国内の主要都市の中で最も多民族､多文

化の都市として有名である｡都市名はイギリス

の自然科学者で進化論の提唱者CharlesRobert

Darwinに由来する｡

③アデレード港はサウス･オーストラリア州

にある鉱石､農産品輸出港である｡年間貨物取

扱能力は約2000万トンで､主な輸出品目は鉱石､
鋼材､穀物､石油などである｡

(2)オーストラリア国厳寛易港湾発展の概説

アジア諸国の景気が堅調に進んでいる中､E]

本､中国､その他のアジア諸国の鉄鋼原料やエ

ネルギー炭への宥要の伸びもウナギのぼりとなっ

ており､多くの原料輸送船がオーストラリアの

主要墳出港に殺到している｡この結果､主要港

湾の貨物取扱量は大幅な伸びを示している｡

2004/05年度､貨物取扱量の上位10港を挙げ

れば､1位ポートヘッドランド港 (1.0854億ト

ン)､2位タンピア港 (0.9683億トン)､3位へ

イポイント港 (0.8556億トン)､4位ニューカッ

スル港 (0.8356億トン)､5位グラッドストン

港 (0.6315億トン)､6位メルボルン港 (0.2830

億トン)､7位プリズベーン港 (0.2600億トン)､

8位シドニー港 (0.2587億トン)､9位フリー

マントル港 (0.2555億トン)､10位ポトーケン

プラ (0.2438億トン)となっている｡

2008年､オーストラリアのコンテナ取扱量は

614.3万TEUで世界19位､世界全体の1.2%を占
めている｡

オーストラリアの港湾発展の特徴は次のよう

である｡(1)港湾の埠頭 (ターミナル)を都市

から離れた場所に移転する｡従来の港湾は港湾

観光産業や国際旅客船産業に転換する｡(2)都

市の繁栄のために臆港商業､娯楽などの事業を

発展させる｡(3)港湾の持続的発展を図る戦略

と中長期発展計画の策定を重視する｡(4)港湾
の物流システムの建設を重視する｡(5)港帯と

臨港産業の発展計画を策定すると同時に環境保

全を重視する｡

4.オーストラリア主要国際寛易港湾の発展

(1)シドニー港

シドニーは､オーストラリアの甫東海岸のシ

ドニー帝とボタニー湾に面する港湾都市で国内

第-の都市である｡シドニーはビジネス､観光

のまちである｡市街地面横は1700kniに及ぶ｡

シドニーのシンボルは高さ67mのオペラハウス

と全長1885mの大鉄橋 (ハーバーブリッジ)で

ある｡この2つの有名な建築物は､ビジネス街

の高層ビル群と相まって美しい景観を形づくっ

ている｡

シドニー市は､20年先を目標とした ｢サステイ

ナブル シドニー 2030｣を発表している｡

｢ビレッジづくりを目指す｣がキーワードと

なっており､新たなビジネスと観光形態の港湾

都市づくりに取組んでいる｡住宅､マ7)-ナ､

レストラン､ホテル等を導入し､美しく脹わい

のあるウオーターフロント･港町の形成を目指

している⑧｡

シドニー港は稔面積205ha､バースの稔延長
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は18kmで世界クラスの港のひとつである｡港

湾施設としては2つの旅客ターミナルがあり外

航クルーズ船の着岸が可能であるほか､一般貨

物､バルク貨物､自動車､コンテナ貨物などの

荷役が可能な施設が整っている｡また市街地か

ら少し離れた所にはシェル石油の石油ターミナ

ルがあり原油等の取扱いをしている｡ポートボ

タニーは､シドニーのビジネス街から南に12

kmほどの距離にあり､鉄道､道路､空港といっ

た物流施設が近くにあるという立場上の優位性

からシドニー港の貿易の中心を担うようになっ

てきた｡ポートボタニーには2つの主要なコン

テナターミナルのほか､液体バルク貨物用バー

ス､石油や化学製品の貯蔵施設､プロパン･ブ

タンの地下貯蔵施設がある｡特にコンテナター

ミナルの面横は合計して85haほどあり､年間

100万TEU以上の取扱い能力を有している｡

シドニー港の主な貿易相手国は日本､中国､

韓国､台湾などの北東アジア諸国である｡2005

年度､コンテナ取扱量は137万6000TEUである｡

2009/10年度､コンテナ取扱量は192.7万TEUで

メルボルンに次いで国内2位である｡コンテナ

貨物の取扱量はこれまで年平均7.4%の伸びを

示しているが､この遵勢が継続すると2025年ま

でには300万TEUを超えると予測されている⑪｡

(2)メルボルン港

メルボルンはオーストラリアの南東部､セラ

川河口に位置する国内第二の規模を有する都市

である｡｢世界で最も暮らしやすい都市｣とい

われており､また国内で最も製造業が集中する

都市でもある｡優雅な市の中心地には有名な路

面電車が走り､ビクトリア朝の秩序正しい格子

模様にまちが展開している｡またメルボルンは

国内で最も有名な社交行事のまちである｡海外

生まれの人の比率は31%に遷し､多様な民族集

団が共存する多文化都市である｡近年､アジア

諸国出身者の増加傾向が見られる｡2(氾6年のセ

ンサスによれば､イギリス､イタリア､ベトナ

ムは依然として海外出身者の上位を占めている
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が､中国が4位､インドが7位を占めアジア出

身者の謝合が増加している｡

メルボルンは国内の自動車産業の中心地であ

る｡そのほか機械産業､航空機 ･航空機部品産

業､石油加工業､紡鼠産業､食品加工業などが

盛んである｡メルボルンは鉱業と商業が一体と

なって発展しており､数多くの国内の大企業､

外国企業､多国籍企業の本社 (本店)が所在し

ている｡

メルボルン港は重要な国際貿易港である｡貨

物バースは23個､コンテナ埠頭は4個(18バー

ス)､石油バースは9個ある｡コンテナ取扱量

は長年にわたり国内1位で40%程度を占めてい

る｡2005年､貨物取扱量は6440万トンで､コン

テナ取扱量は前年比4%増の192万TEUである｡

2006年､コンテナ取扱量は199万9073TEUとなっ

た｡主要輸出品目は､自動車､自動車部晶､石

油製品､穀物､肉類で､主要輸入品目は､鉄鋼､

石油製品､木製品である｡

メルボルンは2020年までに1(氾万人の人口増

加が見込まれ､2020年のメルボルン港のコンテ

ナ取扱量は8(氾万TEUに運することが予淵され

ている｡

(3)ブリズベーン港

プリズベーンはシドニー､メルボルンに次ぐ

国内第三の2(氾万人都市である｡商工業中心の

港湾都市である｡またゴールド･コーストなど

の観光地に近く､観光業も盛んである｡亜熱帯

性の気候に忌まれ､まちにはボインセチャやブー

ゲンビリアが咲き誇る｡セミの街路樹も南国ムー

ドいっぱいで､ルネッサンス様式の市庁舎など

建造物も多い｡

プリズベーン港は重要な国際貿易港で国内3

位のコンテナ港である｡貨物バースは13個､コ

ンテナ埠頭バースは11個ある｡2005/06年度､

コンテナ取扱量は76万6278TEU (国内3位)

である｡2006年6月-2(氾7年6月の貿易稔額は

300億蒙ドル､貨物取扱量は2800万トン､コン

テナ取扱量は前年比15%増の90万TEU､自動



革取扱量は20万台である｡

2009年2月､プリズベーン港湾局が6500万葉

ドルを投資して建設した新しいコンテナバース

が竣工した｡このバースは世界で唯一の全自動

化バースである｡今後､2013年から2014年にわ

たってプ7)ズベーン港には香港の和記黄浦 (港

湾会社)の投資を含む35億豪ドルの投資がおこ

なわれる見込みである｡

(4)ニューカッスル港

オーストラリアの東岸､ハンター川河口に位

置するニューカッスル港は世界最大の石炭輸出

港である｡

2006年､オーストラリアの石炭輸出量は世界

1位の2億3716万トンである｡生産量は中国､

アメリカに次いで世界3位であるが､その約80

%が海外向けに輸出されていることになる｡世

界の石炭宥要は2025年頃まで年率1.5%程度で

伸びることが予測されているが､特にアジア地

域の大きな伸びが見込まれる｡オーストラリア

の主要な石炭積出港はニケタ台の成長が見込ま

れている①｡

オーストラリアの東部の炭田は､ニューカッ

スル港､グラッドストン港など東海岸の7カ所

の港湾と鉄道で結ばれていて､それらの港から

海外向けの輸出がされている｡それらの港の中

でニューカッスル港への注目度は高い｡

ニューカッスル港へは周辺の30ほどの炭鉱か

ら石炭が運ばれ､4カ所の石炭集積所に集めら

れる｡各国から来航した大型の石炭輸送船は沖

合いで停泊して順番を待っている｡ここ数年の

伸びは著しく､積出しに際して滞船が常態化し

ている｡今後とも石炭宥要の拡大が見込まれる

中､港湾と鉄道の整備が急ピッチで進められて

いる｡201時 ､2つの埠頭が拡大された｡ニュー

カッスル港においては今後さらなる石炭の大量

輸出が見込まれる｡

(5)ポートヘッドランド港

ポートヘッドランド港は世界でトップクラス

の鉄鉱石輸出港である｡

ウェスタン･オーストラリア州のピルバラ鉄

鉱山地帯周辺にはポートヘッドランド港､ケー

プランバート港､アンケテル･ポイント港､タ

ンピル港という世界最大 ･最強の4つの大鉄鉱

石横出港がある｡2009年､オーストラ7)アの港

樗鉄鉱石輸出量は前年より0.6億 トン増の3.81

億トンで､この増加の傾向は今後も見込まれ､

2015年には5.52億 トンに遷して世界 1位になる

ことが予測される｡

2010年7月､英 ･家系資源大手の7)オ･ティ

ント社は､ウェスタン･オーストラリア州での

鉄鉱石増産計画の一環として､積出港であるケー

プランバート港の拡頚工事への投資を決定した｡

汲深やバースの増設により同港の出荷能力を2.3

倍の1億8000万トン超に拡大する｡リオ･ティ

ント社は､2016年を目途にウェスタン･オース

トラリア州の鉄鉱石出荷能力を50%増の年間3

億30(氾万トンに引き上げる増産計画を進めてお

り､ボトルネックとなっている主力港湾増強へ

の投資が加速される①｡

ポートヘッドランド港は水深の深い天然の良

港であるので､内陸部にある鉱山から産出され

る鉄鉱石の積出港として発展してきた｡鉄鉱石

はまちの南と東にある4カ所の鉄鉱石の集横地

から鉄道で運ばれてくる｡

ポートヘッドランド港の貨物取扱量は､2005
年1.1060億トン､2008年1.5660億トン､2009年

1.5900億トン (うち97%は鉄鉱石)である｡

ウェスタン･オーストラリア州は2025年まで

に5億 トンの鉄鉱石を輸出することを計画して

おり､ポートヘッドランド港の今後のさらなる

拡大と発展が予測される｡

むすび

アジア新興国ではインフラ整備が急ピッチで

進み､資源･エネルギ一番要が拡大している⑩｡

その恩忘にあずかる ｢幸福な国｣がオースト

ラリアであるといえよう｡石炭､石油､鉄､カ
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リウムなどアジア諸国の経済成長に欠かせない

資源に忌まれた同国は他の先進国よりも有利な

立場にある｡今後もアジア地域の経済は高い成

長を遂げていくことが可能と思われるので､国

家財政が比較的健全で大量の輸出が可能なオー

ストラリアは､リターンを期待する投資家にとっ

て堅実な投資先となるであろう｡

オーストラ7)ア政府は､道路､鉄道､空港､

港湾などの分野を中心に､今後10年間で7500臆

豪ドルのインフラ投資計画を予定しており､

特に港帝の長期的発展のために､関連の道路､

鉄道整備に相当額の投資を予定している臥臥㊥｡
オーストラ7)アの資源輸出ラッシュを背景と

した対アジア太平洋地域､ヨーロッパその他の

地域間との経済貿易協力関係は今後のモデルと

もなるであろう｡

オーストラ7)アから太平洋に架かる一本の架

け橋は今後ますますその輝きを強めていくこと

であろう㊤｡この橋は､多国間双方の経済貿易

成長のための重要なルートとなるのである｡
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